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提案理由  

子育て世帯の負担を軽減するため、１８歳までの子ども医療費助成制度の拡

充を強く求める。  

これが、本案を提出する理由である。  



１８歳までの子ども医療費助成制度の拡充に関する決議  

 

未来ある子供たちに健康に成長してもらいたいとの思いから、現在本市では

中学校３年生までを医療費助成の対象としている。  

一方で、高校生は活動範囲が広がり、けがや病気のリスクが高まるなど、教

育、医療等に多額の費用を要することなどから、保護者から、高校生等も助成

の対象にしてほしいとの声が数多く寄せられている。何より、子供たちの成長

過程における支援は、子育て世帯の負担軽減につながるものである。  

また、市長が子ども・子育てに関する施策の推進を第一に掲げている中で、

子育て世代を呼び込む重要な施策でもある。  

千葉県内においては、令和３年８月現在、既に１０市１３町村が１８歳まで

の助成を実施している。  

よって、本市の取組が他市等に遅れることがないよう、経済的負担の大きい

入院を対象とした、１８歳までの子ども医療費助成制度の拡充を強く求めるも

のである。  

以上、決議する。  
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